
回議会運営委員会

常 任 委 員 会
総務委員会
財政委員会
文教委員会
都市整備委員会
厚生委員会
経済・港湾委員会
環境・建設委員会
公営企業委員会
警察・消防委員会

特 別 委 員 会
予算特別委員会

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

各会計決算特別委員会（分科会含む）
公営企業会計決算特別委員会（分科会含む）

計

計

合　　計

オリンピック・パラリンピック特別委員会

委員会の開かれた回数
（令和５年１月～12月、視察を含む）

委員会

定例会・臨時会

本会議

4

■

■

■

会議のあらまし
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9

20
18
19
17
18
17
18
15
12
154

6
22
12
4
5
49

212

　都議会には、年４回（原則として２
月、６月、９月及び12月に招集）定期的
に開かれる「定例会」と、必要に応じて
開かれる「臨時会」があります。いずれ
も招集するのは知事の権限です。ただ
し、議長又は議員定数の４分の１以上の
議員から知事に対し臨時会の招集請求が
あったときは、知事は20日以内に臨時会
を招集しなければなりません。知事が招
集しないときは、議長が臨時会を招集す

ることができます。

　全議員が出席して開かれる会議を「本
会議」と言います。この会議で議会の最
終的な意思決定を行います。都議会に提
出された議案や、都議会としての意見表
明などの可否は、すべて本会議で決めら
れます。
　会議は、原則として議員定数の半数以
上の議員が出席したとき、議長の宣告に
より開会され、議長があらかじめ定めた
議事日程に従い会議を進めます。

　都が処理すべき分野は、広範囲にわた
っており、これに伴って議会が審議する
議案の件数も多くなっています。
　都議会が、限られた会期の中で多くの
議案や請願・陳情を審議するには、本会
議だけでは十分ではありません。
　そのため、本会議の議決に先立って、
専門的かつ詳細に審査する委員会を設置
しています。

　常設されている委員会で、それぞれの
所管に属する事項を審査します。
　現在は条例によって9つの常任委員会
が設置されており、議員はこのうちどれ
か一つに所属しています。

　各会派の代表者などで構成されており、
議会の運営方法などについて協議してい
ます。

　必要に応じて、特定の事件を審査する
ため本会議の議決により、臨時に設置され
る委員会です。その事件の審査が終了
すれば委員会は消滅します。
　予算の審査を目的とする予算特別委員
会や、決算を審査するための各会計及び
公営企業会計の各決算特別委員会は、毎
年設置されるのが通例となっています。

　定例会や臨時会では、初めに会期が定
められ、その期間中に本会議や委員会を
開き、議案の審議・審査などの議会活動
を行います。
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財 務 局
主 税 局
会 計 管 理 局
収 用 委 員 会

生活文化スポーツ局
教 育 委 員 会

都 市 整 備 局
住宅政策本部

産 業 労 働 局
中央卸売市場
港 湾 局
労 働 委 員 会

福 祉 局
保 健 医 療 局

環 境 局
建 設 局

交 通 局
水 道 局
下 水 道 局

公 安 委 員 会
（ 警 視 庁 ）
東 京 消 防 庁

（ 1 4 人 ） （ 1 4 人 ） （ 1 4 人 ） （ 1 3 人 ） （ 1 3 人 ）

（ 1 4 人 ）

文 　 　 　 教
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

都 市 整 備
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

環 境・建 設
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

公 営 企 業
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

警 察・消 防
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

経 済・港 湾
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

厚 　 　 　 生
委 　 員 　 会

（ 1 3 人 ）（ 1 3 人 ）（ 1 4 人 ）（ 1 5 人 ）

政 策 企 画 局
子供政策連携室
ス タ ート アップ・
国際金融都市戦略室
総 務 局
デジタルサービス局
人 事 委 員 会
選挙管理委員会
監 査 委 員

所　管　局

（現員）

委　　　員

委　員　長

副 委 員 長

理　　　事

委 員 会 名

（定数） （ 1 5 人 ）

総 　 　 　 務
委 　 員 　 会

（ 1 4 人 ）

財 　 　 　 政
委 　 員 　 会

（自）

（公）
（ミ）

（都）
（立）
（自）

(無(八))
（共）
（自）
（立）
（公）
（自）
（共）
（都）
（都）

（自）

（都）
（共）

（公）
（共）
（自）

（立）
（自）
（都）
（公）
（自）
（公）
（都）
（立）

（立）

（自）
（共）

（公）
（都）

(無(維))
（自）
（立）
（都）
（共）
（公）
（自）
（都）

西沢けいた

本橋たくみ
尾崎あや子

加 藤 雅 之
森口つかさ

松田りゅうすけ
石 島 秀 起
銀川ゆい子
平けいしょう
原田あきら
斉藤やすひろ
ほっち易隆
あかねがくぼかよ子

（都）

（公）
（自）

（立）
（自）
（都）

（由）
（共）
（都）
（公）
（自）
（共）
（公）
（立）

関野たかなり

玉川ひでとし
浜中のりかた

藤井とものり
伊藤しょうこう
荒木ちはる

さんのへあや
原　のり子
こまざき美紀
うすい浩一
山 加 朱 美
里 吉 ゆ み
高 倉 良 生
中村ひろし

（公）

（公）
（都）

（自）
（立）
（共）

（由）
（都）
（公）
（共）
（都）
（自）
（自）
（立）

（共）

（共）
（立）

（自）
（都）
（公）

(無(グ))
（ミ）
（都）
（共）
（公）
（自）
（都）
（自）

（公）

（都）
（立）

（公）
（自）
（都）

(ミ)
（共）
（共）
（公）
（自）
（自）
（都）

（共）

（自）
（都）

（公）
（共）
（都）

(無(優))
(無(ネ))
（立）
（公）
（自）
（都）
（自）

あぜ上三和子

吉住はるお
おじま紘平

竹平ちはる
福手ゆう子
後 藤 な み

しのはらりか
岩永やす代
関口健太郎
慶 野 信 一
柴 﨑 幹 男
増子ひろき
小 松 大 祐

（都）

（公）
（自）

（ミ）
（立）
（共）

（自）
（都）
（都）
（共）
（公）
（公）
（自）

渋谷のぶゆき

たかく則男
田の上いくこ

入江のぶこ
鈴 木 　 烈
平田みつよし

滝田やすひこ
池 川 友 一
増山あすか
斉 藤 り え
古城まさお
早 坂 義 弘
米 倉 春 奈
藤井あきら
菅 原 直 志

小 林 健 二

かまた悦子
内 山 真 吾

青 木 英 太
宮 瀬 英 治
白石たみお

上 田 令 子
遠藤ちひろ
細田いさむ
藤田りょうこ
福島りえこ
菅 野 弘 一
三 宅 正 彦
西崎つばさ

小山くにひこ

かつまたさとし
星 　 大 輔

米川大二郎
風間ゆたか
とや英津子

磯 山 　 亮
龍円あいり
白 戸 太 朗
斉藤まりこ
大松あきら
伊藤こういち
松 田 康 将

河野ゆうき

成清梨沙子
和泉なおみ

北口つよし
清水とし子
鈴 木 　 純

中田たかし
川松真一朗
清水やすこ
長 橋 桂 一
林あきひろ
まつば多美子
村 松 一 希
竹井ようこ

曽根はじめ

原 　 純 子
須山たかし

田 村 利 光
保坂まさひろ
谷 村 孝 彦

漢人あきこ
桐山ひとみ
伊 藤 大 輔
アオヤギ有希子
小 磯 善 彦
小宮あんり
本橋ひろたか
こいそ　明

中 山 信 行

山田ひろし
山 口 　 拓

東 村 邦 浩
鈴 木 章 浩
森 村 隆 行

も り 　 愛
大山とも子
とくとめ道信
中 嶋 義 雄
宇田川聡史
三宅しげき
尾 崎 大 介

常任委員会委員一覧（令和6年10月15日現在）

※最新の情報は
　HPをご覧ください。
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議案の成立まで
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提
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の
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明

議
会
へ
の
提
出

本　会　議 委　員　会 本　会　議

知 事 が 実 施
す る も の
知 事 へ 送 付

議 会 だ け で
処理できるもの

委 員 会
提出議案

議　　員
提出議案

知　　事
提出議案

議案の成立まで 会議を運営する上での原則
　定められた手続を経て議会に提出された
議案は、通常、委員会で審査され、その結果
を参考にして、本会議で議決されます。

　議案には、知事が提出するものと議
員が提出するものと、委員会が提出す
るものがあります。議員が提出するも
のは、意見書、決議などを除き、議員定
数の12分の１以上の賛成者が必要です。
委員会が提出するものは、委員長名を
もって提出されます。
　提出された議案は、本会議や委員会で提
案理由及び内容について提出者から説明
されます。
　なお、委員会が議案を提出できるよ
うになったのは、平成18年の地方自治
法の改正によるものです。

　議案の内容などに関する審査は、原則
として常任委員会に任されます（付託と
呼ばれます。）。ただし、特に急ぐ必要の
あるもの等は、委員会審査を省略して本
会議で議決することもあります。委員会
での審査が終わったときは、委員長から
議長に審査結果が報告されます。

　各委員会での審査結果が出ると、本会
議でその審査結果を参考にしながら、議
案を議決します。その結果、可決されれ
ば議案が成立します。

　会議を開き議案を審議する上で、民主
的かつ円滑で効率的な運営を図るため、
いろいろな原則があります。

　定足数とは、会議を開いたり、議決す
るに当たって必要とされる出席議員の数
のことです。通常は、議員定数の半数以
上となっています。特別な場合を除き、
定足数を欠いた議決は無効です。

　議事は、原則として出席議員の過半数
で決めます。議長は表決に加わることが
できませんが、賛成と反対が同数のとき
は、議長が決定します。

　会議は、原則として公開することにな
っています。このことから、一定のルー
ルの下、傍聴、報道（新聞、テレビな
ど）の自由を認め、会議記録を公表して
います。

　例外として、出席議員の３分の２以上の
多数で議決したときは、秘密会として非
公開にすることができます。
　委員会は公開が法律で義務付けられて
いるわけではありませんが、都議会では
本会議と同じように公開しています。た
だし、委員会室の広さにより、傍聴でき
る人数が異なります。

　議会は、各会期ごとに独立して活動し
ています。したがって、その会期中に議
決に至らなかった事件は、会期の終了と
ともに消滅（廃案）となります。しかし、
この例外として、議決により委員会での
継続審査が認められます。　

　議会で議決された事件は、原則として
同一会期中に再び提出することができま
せん。これも会議を能率的に運営してい
く上で重要な原則です。

■

■

■ ■

■

■
■

■

令和６年９月12日　総務委員会
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